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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力される画像データに基づく画像を表示する表示パネルと、
　複数の光源ブロックを有し前記表示パネルに光を照射する発光手段と、
　画像データを入力するとともに、他の画像表示装置においてその画像データが表示され
た場合の当該他の画像表示装置の表示パネルにおける当該他の画像表示装置の発光手段に
よる照射光の光量分布を示す光量情報を取得する入力手段と、
　前記光量情報に基づき、前記表示パネルにおける前記発光手段による照射光の光量分布
が、前記光量情報に示される光量分布に一致又は近似するように、前記複数の光源ブロッ
クのそれぞれの発光を制御する制御手段と、
を有する画像表示装置。
【請求項２】
　前記表示パネルにおける前記発光手段による照射光の光量分布と、前記光量情報に示さ
れる光量分布とが一致しない場合、光量が一致しない領域の画像データに対し光量の差分
に基づき輝度を補正する補正手段を有し、
　前記表示パネルは、前記補正手段による補正後の画像データに基づく画像を表示する請
求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　入力される画像データに基づく画像を表示する表示パネルと、
　複数の光源ブロックを有し前記表示パネルに光を照射する発光手段と、
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を有する画像表示装置の制御方法であって、
　画像データを入力するとともに、他の画像表示装置においてその画像データが表示され
た場合の当該他の画像表示装置の表示パネルにおける当該他の画像表示装置の発光手段に
よる照射光の光量分布を示す光量情報を取得する工程と、
　前記光量情報に基づき、前記表示パネルにおける前記発光手段による照射光の光量分布
が、前記光量情報に示される光量分布に一致又は近似するように、前記複数の光源ブロッ
クのそれぞれの発光を制御する工程と、
を有する画像表示装置の制御方法。
【請求項４】
　前記表示パネルにおける前記発光手段による照射光の光量分布と、前記光量情報に示さ
れる光量分布とが一致しない場合、光量が一致しない領域の画像データに対し光量の差分
に基づき輝度を補正する工程を有し、
　前記表示パネルは、前記補正後の画像データに基づく画像を表示する請求項３に記載の
画像表示装置の制御方法。
【請求項５】
　複数の光源ブロックを有し各光源ブロックが画像データに応じた輝度で発光する発光手
段と、前記発光手段による照射光の光量分布を示す光量情報を出力する出力手段と、を備
える第１の画像表示装置を含む複数の画像表示装置と、
　前記複数の画像表示装置へ画像データを出力する画像出力装置と、
を有する画像表示システムであって、
　前記画像出力装置は、
　　前記第１の画像表示装置から前記光量情報を取得する取得手段と、
　　前記第１の画像表示装置へ出力した画像データと前記第１の画像表示装置から取得し
た前記光量情報とを関連付けて記憶する記憶手段と、
　　光量情報が関連付けられた画像データを、前記第１の画像表示装置と異なる第２の画
像表示装置であって複数の光源ブロックを有する発光手段と、前記発光手段からの光の透
過率を調節することで画像を表示する表示パネルと、を有し前記発光手段の光量分布が前
記光量情報に示される光量分布に一致又は近似するように前記複数の光源ブロックのそれ
ぞれの発光を制御する第２の画像表示装置へ出力する場合に、当該画像データとともに当
該画像データに関連付けられた光量情報を出力する出力手段と、を有する画像表示システ
ム。
【請求項６】
　複数の光源ブロックを有し各光源ブロックが画像データに応じた輝度で発光する発光手
段と、前記発光手段による照射光の光量分布を示す光量情報を出力する出力手段と、前記
発光手段からの光の透過率を画像データに応じて調節することで画像を表示する表示パネ
ルと、を備える第１の画像表示装置を含む複数の画像表示装置と、
　前記複数の画像表示装置へ画像データを出力する画像出力装置と、
を有する画像表示システムであって、
　前記画像出力装置は、
　　前記第１の画像表示装置から前記光量情報を取得する取得手段と、
　　前記第１の画像表示装置へ出力した画像データと前記第１の画像表示装置から取得し
た前記光量情報とを関連付けて記憶する記憶手段と、
　　光量情報が関連付けられた画像データを、前記第１の画像表示装置と異なる第３の画
像表示装置であって表示パネルを照射する発光手段を有しない第３の画像表示装置へ出力
する場合に、前記第１の画像表示装置の前記発光手段が前記光量情報に示される光量分布
で照射する光を前記第１の画像表示装置の前記表示パネルが前記画像データに基づく透過
率で透過させた場合の前記第１の画像表示装置の前記表示パネルにおける輝度値の分布を
有する画像データを出力する出力手段と、を有する画像表示システム。
【請求項７】
　前記第２の画像表示装置において、
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　　複数の光源ブロックを有する発光手段と、
　　前記発光手段からの光の透過率を画像データに応じて調節することで画像を表示する
表示パネルと、
　　前記画像出力装置から画像データ及びそれに関連付けられた光量情報を取得する取得
手段と、
　　前記光量情報に基づき、前記第２の画像表示装置の発光手段の光量分布が、前記第１
の画像表示装置の発光手段の光量分布に一致又は近似するように、前記複数の光源ブロッ
クのそれぞれの発光を制御する制御手段と、
を有し、
　前記画像出力装置において、
　　前記出力手段は、光量情報が関連付けられた画像データを第２の画像表示装置へ出力
する場合に、当該画像データとともに当該画像データに関連付けられた光量情報を出力す
る請求項５に記載の画像表示システム。
【請求項８】
　前記第３の画像表示装置において、
　　入力される画像データに基づく画像を表示する表示パネルを有し、
　前記画像出力装置において、
　　光量情報が関連付けられた画像データに対し、前記第１の画像表示装置の前記発光手
段が前記光量情報に示される光量分布で照射する光を前記第１の画像表示装置の前記表示
パネルが前記画像データに基づく透過率で透過させた場合の前記第１の画像表示装置の前
記表示パネルにおける輝度値の分布を有する画像データになるように画像処理する画像処
理手段を有し、
　　前記出力手段は、前記光量情報が関連付けられた画像データを第３の画像表示装置へ
出力する場合に、前記画像処理手段により画像処理された画像データを出力する請求項６
に記載の画像表示システム。
【請求項９】
　前記第１の画像表示装置において、
　光源ブロックからの光が拡散することによるその光源ブロックの周辺における光量への
影響に基づき前記光量情報を算出する算出手段を有することを特徴とする請求項５～８の
いずれか１項に記載の画像表示システム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像表示装置及びその制御方法、画像出力装置及びその制御方法、画像表示
システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶ディスプレイにおいて、表示画像のコントラストを強調するために入力画像
に応じてバックライトの光量を光源ブロック毎に調節する技術が公開されている（特許文
献１）。特許文献１に記載の技術は、液晶パネルと、液晶パネルに光を照射するＬＥＤバ
ックライトユニットを有する。ＬＥＤバックライトユニットは、複数の光源ブロックに分
割されており入力画像に応じて光源ブロック毎の光量を制御する。
【０００３】
　また、従来、特定の画像を表示した際のディスプレイの色度点とガンマ特性を記述した
プロファイルをディスプレイ毎に作成し使用する技術が提案されている（特許文献２）。
特許文献２は、サーバがディスプレイに画像を送信する際に、送信先のディスプレイのプ
ロファイルを使用して画像を補正する。ディスプレイの特性を記述したプロファイルを加
味して画像を補正することにより、異なるディスプレイに同じ画像を表示した際に表示色
が異なってしまうという課題を解決している。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－１８３６０８号公報
【特許文献２】特開２００２－１３５６０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した特許文献１に記載の技術における、バックライトの光源ブロッ
クの大きさや光源ブロック毎のバックライト光量の制御（ローカルディミング制御）の方
法は、異なるディスプレイの機種間で統一されているわけではない。そのため、表示する
画像データが同一であっても、表示装置の機種によってローカルディミング制御が異なる
ために、表示装置の機種によって画像の見え方が異なってしまう場合があった。
【０００６】
　また、特許文献２に記載の技術では、異なるディスプレイ間でのバックライトの光源ブ
ロックの大きさやローカルディミング制御の方法の違いは考慮されていない。そのため、
表示装置の機種毎のローカルディミング制御の相違により画像の見え方がばらつくという
課題を、プロファイルに基づく画像の補正によって解決することはできなかった。
【０００７】
　そこで、本発明は、入力画像に応じて光源の光量を調節可能な複数の
異なる画像表示装置に同一の画像を入力した場合の画像表示のばらつきを抑制することが
できる技術を提供することを目的とする。 
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、入力される画像データに基づく画像を表示する表示パネルと、
　複数の光源ブロックを有し前記表示パネルに光を照射する発光手段と、
　画像データを入力するとともに、他の画像表示装置においてその画像データが表示され
た場合の当該他の画像表示装置の表示パネルにおける当該他の画像表示装置の発光手段に
よる照射光の光量分布を示す光量情報を取得する入力手段と、
　前記光量情報に基づき、前記表示パネルにおける前記発光手段による照射光の光量分布
が、前記光量情報に示される光量分布に一致又は近似するように、前記複数の光源ブロッ
クのそれぞれの発光を制御する制御手段と、
を有する画像表示装置である。 
【００１０】
　本発明は、入力される画像データに基づく画像を表示する表示パネルと、
　複数の光源ブロックを有し前記表示パネルに光を照射する発光手段と、
を有する画像表示装置の制御方法であって、
　画像データを入力するとともに、他の画像表示装置においてその画像データが表示され
た場合の当該他の画像表示装置の表示パネルにおける当該他の画像表示装置の発光手段に
よる照射光の光量分布を示す光量情報を取得する工程と、
　前記光量情報に基づき、前記表示パネルにおける前記発光手段による照射光の光量分布
が、前記光量情報に示される光量分布に一致又は近似するように、前記複数の光源ブロッ
クのそれぞれの発光を制御する工程と、
を有する画像表示装置の制御方法である。 
【００１２】
　本発明は、複数の光源ブロックを有し各光源ブロックが画像データに応じた輝度で発光
する発光手段と、前記発光手段による照射光の光量分布を示す光量情報を出力する出力手
段と、を備える第１の画像表示装置を含む複数の画像表示装置と、
　前記複数の画像表示装置へ画像データを出力する画像出力装置と、
を有する画像表示システムであって、
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　前記画像出力装置は、
　　前記第１の画像表示装置から前記光量情報を取得する取得手段と、
　　前記第１の画像表示装置へ出力した画像データと前記第１の画像表示装置から取得し
た前記光量情報とを関連付けて記憶する記憶手段と、
　　光量情報が関連付けられた画像データを、前記第１の画像表示装置と異なる第２の画
像表示装置であって複数の光源ブロックを有する発光手段と、前記発光手段からの光の透
過率を調節することで画像を表示する表示パネルと、を有し前記発光手段の光量分布が前
記光量情報に示される光量分布に一致又は近似するように前記複数の光源ブロックのそれ
ぞれの発光を制御する第２の画像表示装置へ出力する場合に、当該画像データとともに当
該画像データに関連付けられた光量情報を出力する出力手段と、を有する画像表示システ
ムである。
　また、本発明は、複数の光源ブロックを有し各光源ブロックが画像データに応じた輝度
で発光する発光手段と、前記発光手段による照射光の光量分布を示す光量情報を出力する
出力手段と、前記発光手段からの光の透過率を画像データに応じて調節することで画像を
表示する表示パネルと、を備える第１の画像表示装置を含む複数の画像表示装置と、
　前記複数の画像表示装置へ画像データを出力する画像出力装置と、
を有する画像表示システムであって、
　前記画像出力装置は、
　　前記第１の画像表示装置から前記光量情報を取得する取得手段と、
　　前記第１の画像表示装置へ出力した画像データと前記第１の画像表示装置から取得し
た前記光量情報とを関連付けて記憶する記憶手段と、
　　光量情報が関連付けられた画像データを、前記第１の画像表示装置と異なる第３の画
像表示装置であって表示パネルを照射する発光手段を有しない第３の画像表示装置へ出力
する場合に、前記第１の画像表示装置の前記発光手段が前記光量情報に示される光量分布
で照射する光を前記第１の画像表示装置の前記表示パネルが前記画像データに基づく透過
率で透過させた場合の前記第１の画像表示装置の前記表示パネルにおける輝度値の分布を
有する画像データを出力する出力手段と、を有する画像表示システムである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、入力画像に応じて光源の光量を調節可能な複数の異なる画像表示装置
に同一の画像を入力した場合の画像表示のばらつきを抑制することができる技術が提供さ
れる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施例の画像表示システムの構成を示すブロック図
【図２】実施例の画像表示装置の光源部と光源制御部の接続図
【図３】実施例１の第１の画像表示装置に画像データを表示する際の動作例
【図４】実施例１の画像編集装置に画像データを記憶する処理のフロー
【図５】実施例１の第２の画像表示装置に画像データを表示する処理のフロー
【図６】実施例１の第２の画像表示装置に画像データを表示する際の動作例
【図７】実施例２の第１の画像表示装置に画像データを表示する際の動作例
【図８】実施例２の第２の画像表示装置に画像データを表示する際の動作例
【図９】実施例２の第２の画像表示装置に画像データを表示する際の他の動作例
【図１０】実施例３の第１の画像表示装置に画像データを表示する際の動作例
【図１１】実施例３の第２の画像表示装置に画像データを表示する際の動作例
【図１２】実施例４の第２の画像表示装置に画像データを表示する際の動作例
【発明を実施するための形態】
【００１５】
（実施例１）
　以下、添付図面を参照して、本発明の例示的な実施形態について詳細に説明する。図１
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は、本発明を適用できる画像表示システムの一例を示すブロック図である。図１において
、本実施形態は、画像編集装置１０、通信線２０、第１の画像表示装置３０と第２の画像
表示装置４０から構成される。なお、図１の第２の画像表示装置４０に付された括弧書き
の符号９０は、実施例４の説明で参照するための符号である。
【００１６】
　画像編集装置１０は、例えば、パーソナルコンピュータであり、内部に画像データを記
憶し、ユーザの操作に基づいて記憶した画像データを編集する。画像編集装置１０は、画
像記憶部１１、データバス１２、画像編集部１３と通信部１４から構成される、画像出力
を行う装置である。
【００１７】
　画像記憶部１１は、ハードディスクドライブ、記録ディスクなどの記録媒体である。画
像記憶部１１は、画像データ、及び、第１の画像表示装置３０の光源部３６が表示部３４
を照射する際の光の分布状態を示す光量情報を記憶する。光量情報の詳細は後述する。
【００１８】
　データバス１２は、画像編集装置１０の内部のデータの伝送を行うバスである。データ
バス１２には、画像記憶部１１に記憶された画像データや、通信部１４が通信線を介して
第１の画像表示装置３０や第２の画像表示装置４０と通信する際の通信情報などが伝送さ
れる。
【００１９】
　画像編集部１３は、例えば、画像レタッチソフトウェアや画像ビューワを用いて画像の
編集処理を行う。画像編集部１３は、画像記憶部１１からデータバス１２を介して画像デ
ータを読み込み、ユーザの操作に基づいて画像データの明るさ、色の補正、サイズ変更や
トリミング等の編集処理を行う。画像編集部１３にて編集中の画像データは、通信部１４
を介して第１の画像表示装置３０に出力される。そのため、ユーザは、第１の画像表示装
置３０に表示された画像データを参照しながら画像編集装置１０で画像データを編集する
ことができる。画像編集部１３は、編集した画像データを画像記憶部１１に出力する。
【００２０】
　通信部１４は、例えば、ネットワークインタフェースやＨＤＭI（High Definition Mul
timedia Interface）トランスミッタ・レシーバなどの通信装置である。通信部１４は、
通信線２０を介して第１の画像表示装置３０や第２の画像表示装置４０へ画像データを転
送する。また、画像編集装置１０と第１の画像表示装置３０や第２の画像表示装置４０と
の間の制御情報を伝送する。
【００２１】
　通信線２０は、ネットワークやＨＤＭＩなどの通信ケーブルである。通信線には、画像
編集装置１０、第１の画像表示装置３０と第２の画像表示装置４０が接続され、双方向に
データの伝送を行うことができる。
【００２２】
　第１の画像表示装置３０は、例えば、液晶ディスプレイであり、画像編集装置１０から
画像データを受信し、受信した画像データに基づく画像を表示する。第１の画像表示装置
３０は、通信部３１、データバス３２、画像処理部３３、表示部３４、光源制御部３５、
及び光源部３６から構成される。
【００２３】
　通信部３１は、例えば、ネットワークインタフェースやＨＤＭＩトランスミッタ・レシ
ーバなどの通信装置である。
　データバス３２は、第１の画像表示装置３０の内部のデータの伝送を行うバスである。
データバス３２には、通信部３１が画像編集装置１０から通信線２０を介して受信した画
像データや通信情報などが伝送される。
【００２４】
　画像処理部３３は、通信部３１が画像編集装置１０から受信した画像データの統計量の
算出、及び、画像データの輝度の補正を行う。統計量は、例えば、画像編集装置１０から
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受信した画像データの最大輝度値である。光源部３６は、後述するように複数の光源ブロ
ックに分割されているので、画像処理部３３は、画像データを光源部３６の光源ブロック
と対応する領域に分割し、分割した領域毎に最大輝度値を算出する。画像処理部３３は、
算出した領域毎の最大輝度値を統計量として光源制御部３５に出力する。また、画像処理
部３３は、画像データの輝度値を補正し、補正した画像データを表示部３４に出力する。
なお、統計量は、必ずしも最大輝度値でなくとも良い。画像データの特徴を表す量であれ
ば良く、例えば、平均輝度値でも良い。
【００２５】
　表示部３４は、例えば、液晶パネルであり、画像処理部３３から入力する画像データに
基づく画像を表示するものである。表示部３４の背面には後述する光源部３６が位置する
。光源部３６が表示部３４の背面から光を照射し、表示部３４の例えば液晶素子が画素毎
に光源部３６からの照射光の透過率を変化させることにより、表示部３４に観察可能な画
像が表示される。
【００２６】
　光源部３６は、複数のＬＥＤ等の発光素子から構成された面状の発光体であり、白色の
光を表示部３４の背面から照射する。光源部３６の構成及び光源部３６と光源制御部３５
との接続を図２に示す。図２において、光源部３６は、５個の光源ブロック４１～４５に
分割されており、各光源ブロックは光源制御部３５と接続されている。光源部３６の各光
源ブロックの発光量は、光源制御部３５が出力するＰＷＭ（Pulse Width Modulation）信
号によって互いに独立に制御可能である。光源部３６の発光量は、ＰＷＭ信号のＨｉｇｈ
期間が長くなると多くなり、ＰＷＭ信号のＨｉｇｈ期間が短くなると少なくなる。
【００２７】
　光源制御部３５は、画像処理部３３から画像データの統計量を受け取り、受け取った統
計量に応じて、光源部３６の光源ブロック毎の発光量を制御する。光源制御部３５は、発
光量の制御を、光源部３６の各光源ブロックに出力するＰＷＭ信号のＨｉｇｈ期間を制御
することにより行う。また、光源制御部３５は、光源部３６が表示部３４を照射する光の
、表示部３４の表示領域における光量分布を示す光量情報を算出する。光量情報は、例え
ば、表示部３４に表示する画像データと同じ画素数を持つ画像データ形式で表すことがで
きる。この場合、光量情報を表す画像データの各画素の輝度値が表示部３４の各画素にお
ける照射光の光量を表すようにする。光源制御部３５は、光量情報を、光源部３６の各光
源ブロックに出力するＰＷＭ信号と、光源部３６の光の拡散量と、から算出する。
【００２８】
　まず、光源制御部３５は、光源部３６の各光源ブロックに出力するＰＷＭ信号から光源
部３６の各光源ブロックの光量（発光量）を計算し、計算した光量の分布を２次元の画像
データの形式に変換する。光源部３６と表示部３４の間には距離が空いているため、光源
部３６の光は、拡散したのち表示部３４に到達し、表示部３４の各画素を照射する。その
ため、ＰＷＭ信号を元に算出した光源部３６の発光量の分布状態を示す画像データに対し
て、縦横２次元のローパスフィルタを施し表示部３４における照射光の光量分布を示す光
量情報を算出する。光源部３６から発せられた光の拡散具合は、光源部３６と表示部３４
の間の距離などに依存するためディスプレイの機種により異なる。光源部３６の発光量の
分布状態を示す画像データに施すローパスフィルタの係数を拡散量として予めディスプレ
イ内部に固定値として保持しておいてもよい。光源制御部３５は、算出した光量情報を通
信部３１を介して画像編集装置１０に伝送する。なお、拡散の影響を考えない場合には、
光源部３６による発光量の分布状態を示すデータをそのまま光量情報としても良い。
【００２９】
　第２の画像表示装置４０は、第１の画像表示装置３０とは異なる液晶ディスプレイであ
る。第２の画像表示装置４０の光源は、第１の画像表示装置３０の光源と同様に５個の光
源ブロックに分割されている。第２の画像表示装置４０の構成は、第１の画像表示装置３
０と同様であるため説明及び図示を省略する。第２の画像表示装置４０の機能ブロックの
符号として、対応する第１の画像表示装置３０の機能ブロックの符号に「ｂ」を付したも
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のを用いる。例えば、第２の画像表示装置４０の表示部の符号は３４ｂとする。なお、図
１では画像編集装置１０に第１の画像表示装置３０と第２の画像表示装置４０の両方が接
続されているが、２つの画像表示装置が同時に画像編集装置１０に接続されていなくても
良い。また、画像編集装置１０に接続する画像表示装置の台数は２台以上であっても良い
。
【００３０】
（動作例の説明）
　画像編集装置１０で編集中の画像データ（画像データ１）を第１の画像表示装置３０に
表示する際の動作を説明する。
【００３１】
　画像編集装置１０は、画像データ１を通信線２０を介して第１の画像表示装置３０に出
力する。画像編集装置１０が出力する画像データ１の例を図３（Ａ）に示す。図３（Ａ）
に示す画像データ１は、輝度値が０～２５５の８ビットで表現されている。図３（Ａ）に
おいて、領域Ａ１は輝度値０、領域Ａ２は輝度値１２８、領域Ａ３は輝度値２５５の画像
であるとする。本実施例では、画像データ１の領域Ａ１～Ａ３の各領域内において輝度値
に分布がない（つまり、領域Ａ１～Ａ３の最大輝度値はそれぞれ０、１２８，２５５）と
する。
【００３２】
　第１の画像表示装置３０は、通信線２０を介して画像編集装置１０から図３（Ａ）に示
す画像データ１を受信し、受信した画像データ１の統計量を取得する処理を行う。図３（
Ｂ）に第１の画像表示装置３０の画像処理部３３が取得した統計量を示す。ここでは統計
量として最大輝度値を用いる。本実施例では画像処理部３３は、画像データ１を表示部３
４に表示した際、光源部３６の各光源ブロック４１～４５に対応する画像データの各領域
の統計量を取得する。
【００３３】
　光源部３６の光源ブロック４１に対応する画像データ１の領域Ｄ１は、図３（Ａ）の画
像データ１の領域Ａ１に含まれる。画像データ１の領域Ａ１の最大輝度値は０であるので
、画像データ１の領域Ｄ１内の最大輝度値は０である。よって、画像データ１の領域Ｄ１
の統計量は０となる。また、光源部３６の光源ブロック４２に対応する画像データ１の領
域Ｄ２も領域Ｄ１と同様に、図３（Ａ）の画像データ１の領域Ａ１に含まれる。よって、
画像データ１の領域Ｄ２の統計量は０となる。光源部３６の光源ブロック４３に対応する
画像データ１の領域Ｄ３は、図３（Ａ）の画像データ１の領域Ａ２に含まれる。画像デー
タ１の領域Ａ２の最大輝度値は１２８であるので、画像データ１の領域Ｄ３の統計量は１
２８となる。光源部３６の光源ブロック４４及び４５それぞれに対応する画像データ１の
領域Ｄ４及びＤ５は共に、図３（Ａ）の画像データ１の領域Ａ３に含まれる。画像データ
１の領域Ａ３の最大輝度値は２５５であるので、画像データ１の領域Ｄ４及びＤ５の統計
量は共に２５５である。
【００３４】
　光源制御部３５は、画像処理部３３が出力する光源部３６の各光源ブロックに対応する
画像データの統計量（図３（Ｂ））を受信する。光源制御部３５は、受信した画像データ
の分割領域毎の統計量に応じて光源部３６の各光源ブロックの発光量を算出する。図３（
Ｃ）に光源制御部３５が光源部３６の各光源ブロックに出力するＰＷＭ信号を示す。第１
の画像表示装置３０における光源制御部３５は、画像データの分割領域毎の統計量に応じ
て光源ブロック毎の発光量を調節する動作を行う。ＰＷＭ信号において、パルス信号の１
周期の時間に対するＨｉｇｈ時間の割合をデューティ比という。デューティ比が１の場合
は、１周期内のＨｉｇｈ時間が１００％（１周期の時間内でずっと点灯し続けている状態
）であることを示す。ＰＷＭ信号のデューティ比を制御することで、光源部３６の各光源
ブロックの発光量を調節できる。統計量が０の場合はＰＷＭ信号のデューティ比を０とす
る。このＰＷＭ信号により、光源ブロックは、１周期の時間内でＨｉｇｈ時間が０（発光
しない）となるように制御される。統計量が２５５（８ビットのうちの最大値）の場合は
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、ＰＷＭ信号のデューティ比は１とする。このＰＷＭ信号により、光源ブロックは、１周
期の時間すべてがＨｉｇｈ時間（常に発光する）となるように制御される。統計量が１～
２５４の場合には、統計量に応じてＰＷＭ信号のデューティ比は０より大きく１未満の間
で決定される。本実施例においては、例えば統計量が１２８の場合は、ＰＷＭ信号のデュ
ーティ比は０．５とする。
【００３５】
　図３（Ｂ）において画像データ１の領域Ｄ１及び領域Ｄ２の統計量は０であるから、光
源制御部３５は、図３（Ｃ）に示すように、光源部３６の光源ブロック４１と光源ブロッ
ク４２に対してデューティ比が０のＰＷＭ信号を出力する。図３（Ｂ）において画像デー
タ１の領域Ｄ３の統計量は１２８であるから、光源制御部３５は、図３（Ｃ）に示すよう
に、光源部３６の光源ブロック４３に対してデューティ比が０．５のＰＷＭ信号を出力す
る。図３（Ｂ）において、光源ブロック４４及び４５の統計量は２５５であるから、光源
制御部３５は、図３（Ｃ）に示すように、光源部３６の光源ブロック４４及び４５に対し
てデューティ比が１のＰＷＭ信号を出力する。
【００３６】
　光源部３６の各光源ブロックは、光源制御部３５が出力するＰＷＭ信号に従って発光量
が調整される。
　ここでは、第１の画像表示装置３０は光源部３６の光の拡散の影響が少ないものとする
。つまり、表示部３４の背面には光源部３６の発光する光がそのまま照射されるものとす
る。図３（Ｄ）に表示部３４に照射される光源部３６の各光源ブロックの発光量の分布の
概念図を示す。図３（Ｄ）において、光源ブロック４１及び４２は発光せず、光源ブロッ
ク４３は中程度の発光量で発光し、光源ブロック４４及び４５は発光量が多い。各光源ブ
ロックの発光量を、画像データ１と同じ８ビットで表現すると、光源ブロック４１及び４
２は発光量０、光源ブロック４３は発光量１２８（最大発光量の１／２）、光源ブロック
４４及び４５は発光量２５５（最大発光量）となる。この場合、光源制御部３５は、各光
源ブロックの発光量を光量情報として保持する。
【００３７】
　表示部３４に表示される画像は、画像データと、光源部３６の光が合成されたものであ
る。つまり、光源部３６の光が画像データの輝度値に応じた透過率で透過した結果、表示
部３４に表示される画像として認識される。図３（Ｄ）に示すような発光量に各光源ブロ
ックを調節した光源部３６に対して、画像データとして図３（Ａ）に示す画像データ１を
そのまま用いると、本来の画像データ１の輝度値で表示できない。具体的には、光源ブロ
ック４３の発光量を１／２に下げたため、表示部３４に表示される画像データ１の領域Ａ
２の輝度値は本来より（１／２程度に）下がってしまい、本来の輝度値で表示できない。
よって、図３（Ｅ）に示すように、補正画像データ１ａの領域Ａ２１（図３（Ａ）の画像
データ１の領域Ａ２に相当する部分）の輝度値を２５５に補正する。以上のように補正し
た補正画像データ１ａと、図３（Ｄ）に示すような発光量に制御された光源部３６とによ
り、図３（Ａ）に示す本来の画像データ１を表示部３４に表示することができる。
【００３８】
　以上のように、第１の画像表示装置３０の光源制御部３５は、画像データの分割領域毎
の統計量に応じて光源部３６の発光ブロック毎の発光量を調節する動作を行う。特に、統
計量が０の領域に対応する光源部３６の光源ブロックのＰＷＭ信号のデューティ比を０に
するため、画像データ内に統計量が０となる黒領域がある場合には、表示した画像内の暗
部と明部の輝度差が大きくなり、高コントラストの表示を実現できる。
【００３９】
　続いて、図４に示すフローチャートを用いて、ユーザが画像編集装置１０にて編集した
図３（Ａ）に示す画像データ１を、画像記憶部１１に記憶する際の動作を説明する。
　図４のステップ５１では、ユーザが画像編集装置１０を操作し、図３（Ａ）の画像デー
タ１の記憶を指示する。ユーザによる画像データの記憶指示は、画像編集装置１０から第
１の画像表示装置３０に伝送される。
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【００４０】
　ステップ５２では、第１の画像表示装置３０の光源制御部３５は、光源部３６の光量情
報を算出する。最初に、光源制御部３５は、図３（Ｃ）に示す光源部３６の各光源ブロッ
クのＰＷＭ信号のデューティ比から光源部３６の発光量を光源ブロック毎に算出し、算出
した発光量が８ビットの輝度値で表された２次元の画像データ形式のデータ（発光量デー
タ）に変換する。
　図３（Ｃ）において、光源ブロック４１と光源ブロック４２のＰＷＭ信号のデューティ
は０のため、光源制御部３５は発光量データにおける光源ブロック４１及び光源ブロック
４２の発光量を０にする。また、図３（Ｃ）において、光源ブロック４３のＰＷＭ信号の
デューティ比は０．５のため、光源制御部３５は発光量データにおける光源ブロック４３
の発光量を１２８にする。また、図３（Ｃ）において、光源ブロック４４及び光源ブロッ
ク４５のＰＷＭ信号のデューティ比は１のため、光源制御部３５は発光量データにおける
光源ブロック４４及び光源ブロック４５の発光量を２５５とする。
【００４１】
　次に、光源制御部３５は、表示部３４へ照射される光量を示す光量情報を算出する。こ
こでは、第１の画像表示装置３０の光源部３６の光の拡散の影響は少ないものとし、光源
部３６の発光量がそのまま表示部３４に照射されると考える。従って、光量情報は、図３
（Ｃ）のＰＷＭ信号のデューティ比より算出される光源部３６の上記の発光量データ（図
３（Ｄ））が反映したものとなる。また、画像処理部３３は上述した補正画像データ１ａ
の生成を行う。
【００４２】
　ステップ５３では、第１の画像表示装置３０は、光源制御部３５が算出した光量情報と
画像処理部３３において輝度補正を行った補正画像データ１ａを、通信線２０を介して画
像編集装置１０に送信する。
【００４３】
　ステップ５４では、画像編集装置１０の通信部１４は、ステップ５３において第１の画
像表示装置３０が送信した光量情報と補正画像データ１ａを受信する。
【００４４】
　ステップ５５では、画像編集装置１０は、ステップ５４において第１の画像表示装置３
０から受信した光量情報と補正画像データ１ａを画像記憶部１１に記憶する。また、画像
編集装置１０は、画像編集部１３で編集した画像データ１のヘッダ欄に画像記憶部１１に
記憶した光量情報と補正画像データ１ａのアドレスを埋め込む。光量情報と補正画像デー
タ１ａのアドレスを埋め込んだ画像データ１は、画像記憶部１１に記憶される。これによ
り、画像編集部１３で編集した画像データ１と、画像データを第１の画像表示装置３０に
表示していた際の光量情報及び補正画像データ１ａが関連付けられる。
【００４５】
　なお、画像データと光量情報を関連付ける方法はこれに限るものではない。例えば、画
像編集部１３で編集した画像データ１と光量情報及び補正画像データ１ａをレイヤー構造
にして１つの画像データとして画像記憶部１１に記憶するようにしても良い。また、画像
データに光量情報及び補正画像データ１ａをメタデータとして付加することにより、画像
データと光量情報及び補正画像データ１ａとを関連付けて記憶しても良い。
【００４６】
　次に、図５のフローチャートを用いて、画像編集装置１０の画像記憶部１１に記憶した
画像データ１を第１の画像表示装置３０とは異なる第２の画像表示装置４０に表示する際
の動作を説明する。ここでは、第２の画像表示装置４０の光源部３６ｂは、第１の画像表
示装置３０の光源部３６と同様、５個の光源ブロック４１ｂ～４５ｂに分割されているも
のとする。
【００４７】
　図５のステップ６１では、画像編集装置１０は、画像記憶部１１から画像データ１を読
み出し、読み出した画像データ１のヘッダ欄を参照し光量情報及び補正画像データ１ａの
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アドレスを取得する。画像編集装置１０は、取得したアドレスを用いて画像記憶部１１か
ら画像データ１と関連付けられた光量情報及び補正画像データ１ａを読み出す。画像編集
装置１０は、読み出した画像データ１及び光量情報及び補正画像データ１ａを第２の画像
表示装置４０に送信する。
【００４８】
　ステップ６２では、第２の画像表示装置４０が、通信線２０を介してステップ６１にお
いて画像編集装置１０が送信した光量情報及び補正画像データ１ａを受信する。第２の画
像表示装置４０が受信した光量情報を図６（Ｂ）に示す。図６（Ｂ）の光量情報は、図４
に示すフローチャートのステップ５５において画像編集装置１０の画像記憶部１１に記憶
した光量情報（図３（Ｄ））と同一である。すなわち、この光量情報は、他の画像表示装
置において画像データ１が表示された時の当該他の画像表示装置の表示パネルの表示領域
における当該他の画像表示装置のバックライトによる照射光の光量分布を示す情報である
。
【００４９】
　ステップ６３では、第２の画像表示装置４０の光源制御部３５ｂは、ステップ６２にお
いて受信した光量情報から光源部３６ｂの各光源ブロックに出力するＰＷＭ信号のデュー
ティ比を算出する。ここでは、第１の画像表示装置３０と同様、光源部３６ｂから発せら
れた光が表示部３４ｂへ到達するまでの間の拡散の影響を考えないものとする。従って、
図６（Ｃ）に示すように、光源部３６ｂの光源ブロック４１ｂ～４５ｂの発光量を光量情
報の値と等しい値にする。
　図６（Ｄ）に算出したＰＷＭ信号のデューティ比を示す。図６（Ｃ）に示す光源ブロッ
ク４１ｂと光源ブロック４２ｂの発光量は０であるから、光源制御部３５ｂは、光源ブロ
ック４１ｂと光源ブロック４２ｂのＰＷＭ信号のデューティ比を０にする。図６（Ｃ）に
示す光源部３６ｂの発光量において光源ブロック４３ｂの発光量は１２８であるから、光
源制御部３５ｂは、図６（Ｃ）に示す光源部３６の光源ブロック４３ｂのＰＷＭ信号のデ
ューティ比を０．５にする。図６（Ｃ）に示す光源ブロック４４ｂ及び光源ブロック４５
ｂの発光量は２５５であるから、光源制御部３５ｂは、光源ブロック４４ｂ及び光源ブロ
ック４５ｂのＰＷＭ信号のデューティ比を１にする。
【００５０】
　光源制御部３５ｂは算出したＰＷＭ信号を光源部３６ｂに出力する。光源部３６ｂは、
光源制御部３５ｂから出力されたＰＷＭ信号に基づき各光源ブロックの発光量を調整し表
示部３４ｂに光を照射する。ここでは、第２の画像表示装置４０は光源部３６ｂの光の拡
散の影響が少なく、表示部３４ｂの背面には光源部３６ｂの発光する光がそのまま照射さ
れるものとする。
　図６（Ｅ）に表示部３４ｂに照射される光の分布を示す。ＰＷＭ信号のデューティ比が
０の光源ブロック４１ｂ及び４２ｂに対応する表示部３４ｂの表示領域５１ｂ及び５２ｂ
の照射光量は０となる。ＰＷＭ信号のデューティ比が０．５の光源ブロック４３ｂに対応
する表示部３４ｂの表示領域５３ｂの照射光量は１２８となる。ＰＷＭ信号のデューティ
比が１の光源ブロック４４ｂ及び４５ｂに対応する表示部３４ｂの表示領域５４ｂ及び５
５ｂの照射光量は２５５となる。このように、光源制御部３５ｂは、光量情報に基づいて
、表示部３４ｂの表示領域における光源部３６ｂによる照射光の光量分布が光量情報に一
致又は近似するように、光源部３６ｂの各光源ブロックのＰＷＭ信号のデューティ比を算
出する。
【００５１】
　ステップ６４では、第２の画像表示装置４０は、通信線２０を介してステップ６１にお
いて画像編集装置１０が送信した画像データ１を受信する。第２の画像表示装置４０が受
信した画像データを図６（Ａ）に示す。図６（Ａ）は、図４に示すフローチャートのステ
ップ５５において画像編集装置１０の画像記憶部１１に記憶した画像データ１と同一であ
る。
　ここで、図６（Ｃ）に示すような発光量に光源部３６ｂの各光源ブロックを調節し、表
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示部３４ｂにおいて図６（Ｅ）に示すような照射光量分布が得られた場合に、画像データ
として図６（Ａ）に示す画像データ１をそのまま用いると、本来の輝度値で表示できない
。
　そこで、第１の画像表示装置３０の場合と同様に、画像データの補正を行う。図６（Ｆ
）に示すように、照射光量が最大光量の１／２になっている表示領域５３ｂに対応する領
域Ａ２１（図６（Ａ）の画像データ１の領域Ａ２に相当する部分）の輝度値を２５５に補
正した補正画像データ１ｂを生成する。補正画像データ１ｂに基づき表示部３４ｂの透過
率を調節することにより、図６（Ａ）の画像データ１に示す本来の輝度値の画像が観察可
能に表示部３４ｂに表示される。
【００５２】
　図６（Ｇ）に表示部３４ｂの画像の表示状態を示す。図６（Ｇ）に示すように、表示部
３４ｂの画像の表示状態は、図６（Ｆ）に示す補正画像データ１ｂと図６（Ｅ）に示す表
示部３４ｂを照射する光が合成されたものである。つまり、図６（Ｆ）に示す補正画像デ
ータ１ｂに従う透過率で、図６（Ｅ）に示す表示部３４ｂにおける照射光が透過した結果
、図６（Ｇ）に示す画像表示となる。
　図６（Ｇ）の領域Ａ１は、対応する表示部３４における領域が照射光量０の表示領域５
１ｂ及び５２ｂに含まれ、対応する補正画像データ１ｂにおける輝度値が０であるため暗
く表示される。
　図６（Ｇ）の領域Ａ２は、対応する表示部３４における領域が照射光量１２８の表示領
域５３ｂに含まれ、対応する補正画像データ１ｂにおける輝度値が１２８であるため中程
度の輝度で表示される。
　図６（Ｇ）の領域Ａ３は、対応する表示部３４における領域が照射光量２５５の表示領
域５４ｂ及び５５ｂに含まれ、対応する補正画像データ１ｂにおける輝度値が２５５であ
るため明るく表示される。
　なお、ここでは図６（Ｅ）に示す表示部３４ｂにおける照射光量分布に応じて図６（Ａ
）に示す画像データ１を補正して図６（Ｆ）に示す補正画像データ１ｂを生成し、生成し
た補正画像データ１ｂを用いて表示部３４ｂの透過率の調節を行う。従って、ステップ６
１及びステップ６２における画像編集装置１０と第２の画像表示装置４０の間の補正画像
データ１ａの送受信は省略しても良い。
　一方、ステップ６１及びステップ６２において画像編集装置１０と第２の画像表示装置
４０の間で補正画像データ１ａの送受信を行う場合は、上述した図６（Ｆ）の補正画像デ
ータ１ｂの生成処理を省略しても良い。その場合、第２の画像表示装置４０は、画像編集
装置１０から受信した補正画像データ１ａを用いて表示部３４ｂの透過率の調節を行うと
良い。この場合、第２の画像表示装置４０における画像表示のためには光量情報と補正画
像データ１ａがあれば良いので、画像編集装置１０から第２の画像表示装置４０へ画像デ
ータ１を送信しなくても良い。
【００５３】
　以上の動作により、第２の画像表示装置４０に画像データ１を表示した際においても、
第１の画像表示装置３０に画像データ１を表示した時と同様に、画像の黒領域と明るい領
域との明暗の差が強調されて表示される。これは、第１の画像表示装置３０の光源制御部
３５が行った黒領域と明るい領域との明暗の差の強調と同様の制御が第２の画像表示装置
４０において行われたためである。すなわち、本実施例に係るシステムよれば、入力画像
に応じて光源の発光量を光源ブロック毎に調節する複数の異なるディスプレイに同一画像
を入力した場合の見え方をディスプレイ間で近づけることができる。
【００５４】
　以上の動作により、第２の画像表示装置４０の光源部３６ｂは画像の黒領域と明るい領
域の明暗の差を第１の画像表示装置３０と同様に強調するように光源ブロック毎の発光量
が調節される。そのため、異なるディスプレイに同一画像を表示させた場合の見え方を近
づけることができる。
【００５５】
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　また、本実施形態においては、光源制御部３５は、画像データの統計量が０の分割領域
に対応する光源部３６の光源ブロックの発光量を下げる動作を行った。しかし、本発明は
これに限るものではなく、画像データに基づいて光源部３６の光源ブロック毎に発光量を
調節するものであればよい。また、第１の画像表示装置３０の画像処理部３３が画像デー
タに対し輝度補正を行った場合には、画像データ及び光量情報の記憶を行うときに当該輝
度補正の情報も関連付けて記憶しても良い。この場合、第２の画像表示装置４０によって
画像データの表示を行う際に、当該輝度補正の情報に基づいて画像データを補正した後、
表示部３４ｂに出力するようにすると良い。
【００５６】
　また、第１の画像表示装置３０によって以前表示した画像データを再度第１の画像表示
装置３０によって表示する際に、上述した第２の画像表示装置４０が行う処理と同等の処
理を第１の画像表示装置３０が実行するようにしても良い。これにより、ある画像表示装
置で同じ画像データを何回か表示する場合に、前回表示したときのバックライト状態に近
いバックライト状態で表示を行うことが可能になる。
【００５７】
　なお、図３（Ｂ）において画像データの分割領域毎の統計量に応じて光源部３６の各光
源ブロックの発光量を算出したが、光源部３６の発光量は上記に限られない。例えば、画
像データの統計量が０である場合に、対応する光源ブロックのＰＷＭ信号のデューティ比
を０とし、画像データの統計量が０でない場合に、対応する光源ブロックのＰＷＭ信号の
デューティ比を１としてもよい。例えば図３（Ｃ）にしめす、画像データ１の領域Ａ２（
統計量１２８）に対応する光源ブロック４３のＰＷＭ信号のデューティ比を１（つまり光
源ブロック４３は発光量２５５）としてもよい。この場合、画像データの領域Ａ２と領域
Ａ３はともに最大光量で照射されることになるため、図３（Ｅ）のように画像データ１の
補正は必要なく、図３（Ａ）に示す画像データ１をそのまま用いることにより、本来の画
像データを表示部３４に表示できる。
【００５８】
（実施例２）
　次に、画像編集装置にて画像データを編集した時に画像表示を行った画像表示装置と光
源の光源ブロック数が異なる画像表示装置に画像データを表示する際の動作について説明
する。本実施形態の構成と、図１に示す第１の実施形態の構成との主な相違点は、本実施
形態では第１の画像表示装置３０と第２の画像表示装置４０とで光源部３６の光源ブロッ
ク数が異なる点である。具体的には、第１の画像表示装置３０の光源部３６は３個の光源
ブロック６１～６３に分割され、第２の画像表示装置４０の光源部３６ｂは５個の光源ブ
ロック４１ｂ～４５ｂに分割されている。
【００５９】
　画像編集装置１０で編集中の画像データ（画像データ２）を第１の画像表示装置３０に
出力する。画像編集装置１０が出力する画像データの輝度値の例を図７（Ａ）に示す。図
７（Ａ）に示すように、画像データ２において、領域Ｂ１は輝度値０、領域Ｂ２は輝度値
１２８、領域Ｂ３は輝度値２５５の画像であるとする。本実施例では、画像データ２の領
域Ｂ１～Ｂ３の各領域内において輝度値に分布がない（つまり、領域Ｂ１～Ｂ３の最大輝
度値はそれぞれ０，１２８，２５５）とする。
【００６０】
　第１の画像表示装置３０は、受信した画像データ２の統計量を取得する処理を行う。図
７（Ｂ）に第１の画像表示装置３０の画像処理部３３が取得する統計量を示す。実施例１
と同様、統計量として最大輝度値を用いる。本実施例では画像処理部３３は、画像データ
２を表示部３４に表示した際、光源部３６の各光源ブロック６１～６３に対応する画像デ
ータの各領域の統計量を取得する。
　光源部３６の光源ブロック６１に対応する画像データ２の領域Ｂ１の最大輝度値は０で
あるので、画像データ２の領域Ｂ１の統計量は０となる。光源部３６の光源ブロック６２
に対応する画像データ２の領域Ｂ２の最大輝度値は１２８であるので、画像データ２の領
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域Ｂ２の統計量は１２８となる。光源部３６の光源ブロック６３に対応する画像データ２
の領域Ｂ３の最大輝度値は２５５であるので、画像データ２の領域Ｂ３の統計量は２５５
となる。
【００６１】
　光源制御部３５は、画像処理部３３が出力する統計量（図７（Ｂ））に応じて光源部３
６の各光源ブロックのＰＷＭ信号を算出する。本実施例では、統計量が０の場合はＰＷＭ
信号のデューティ比を０とし、統計量が０より大きい場合はＰＷＭ信号のデューティ比を
１とする。
　図７（Ｂ）において画像データ２の領域Ｂ１の統計量は０であるから、光源制御部３５
は、図７（Ｃ）に示すように、光源部３６の光源ブロック６１に対してデューティ比が０
のＰＷＭ信号を出力する。
　図７（Ｂ）において画像データ２の領域Ｂ２と領域Ｂ３は統計量はそれぞれ１２８，２
５５で０より大きいから、光源制御部３５は、図７（Ｃ）に示すように、光源部３６の光
源ブロック６２と光源ブロック６３に対してデューティ比が１のＰＷＭ信号を出力する。
光源部３６の各光源ブロックは、光源制御部３５が出力するＰＷＭ信号に従って発光量が
調整される。
　なお、本実施例においても、実施例１と同様に、統計量に応じてＰＷＭ信号を決定する
ようにしても良い。その場合、例えば、統計量が１２８の領域Ｂ２に対応する光源ブロッ
ク６２にはデューティ比が０．５のＰＷＭ信号を出力する。
　図７（Ｄ）に光源部３６の各光源ブロックの発光量の分布の概念図を示す。図７（Ｄ）
において、光源ブロック６１は発光せず、光源ブロック６２及び６３は最大発光量で発光
する。各光源ブロックの発光量を、画像データ２と同じ８ビットで表現すると、光源ブロ
ック６１は発光量０、光源ブロック６２及び６３は発光量２５５（最大発光量）となる。
　ここでは、第１の画像表示装置３０における光源部３６の光の拡散の影響は少ないもの
とする。つまり、光源部３６における発光量の分布が、表示部３４の背面における照射光
の光量分布にそのまま反映するものとする。
　図７（Ｅ）は、図７（Ｄ）に示す発光量で光源部３６が発光した場合の、表示部３４に
おける照射光量分布を示す。図７（Ｅ）に示す照射光量は、画像データの領域Ｂ１～Ｂ３
に対応する表示部３４の表示領域７１～７３における照射光量を、画像データ２と同じ８
ビットで表現したものである。ここでは拡散の影響を考えないこととしたので、表示領域
７１～７３における照射光量を示す値は、図７（Ｄ）に示す光源ブロック６１～６３の発
光量を示す値と等しくなる。
　本実施例では、各光源ブロックは発光しないか最大発光量で発光するかのいずれかであ
るので、実施例１のような補正画像データの生成を行う必要はない。しかし、画像データ
の統計量に応じてデューティ比を０～１の間の値に設定する場合は、光源ブロックのうち
に最大発光量より低い発光量で発光するものがあることになるので、実施例１と同様の補
正画像データの生成を行う。本実施例では、図７（Ａ）に示す画像データ２に基づいて表
示部３４の透過率を調節することにより、図７（Ｆ）に示すように、図７（Ａ）に示す画
像データ２本来の輝度値で表示部３４に表示される。
【００６２】
　続いて、ユーザが画像編集装置１０を操作して、図７（Ａ）に示す画像データ２の記憶
を指示した際の動作を説明する。
　第１の画像表示装置３０の光源制御部３５は、表示部３４における照射光量の分布を示
す光量情報を算出する。最初に、光源制御部３５は、図７（Ｃ）に示す光源部３６の各光
源ブロックのＰＷＭ信号のデューティ比から光源部３６の発光量を光源ブロック毎に算出
し、算出した発光量が８ビットの輝度値で表された２次元の画像データ形式のデータ（発
光量データ）に変換する。
　図７（Ｃ）において光源ブロック６１のＰＷＭ信号のデューティ比は０のため、光源制
御部３５は発光量データにおける光源ブロック６１の発光量を０にする。また、図７（Ｃ
）において光源ブロック６２及び光源ブロック６３のＰＷＭ信号のデューティ比は１のた
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め、光源制御部３５は発光量データにおける光源ブロック６２及び光源ブロック６３の発
光量を２５５にする。
【００６３】
　次に、光源制御部３５は、表示部３４へ照射される光量を示す光量情報を算出する。こ
こでは、第１の画像表示装置３０の光源部３６の光の拡散の影響は少ないものとしている
ため、表示部３４の背面には光源部３６の発光する光がそのまま照射されると考える。し
たがって、光量情報は、図７（Ｇ）に示すように、図７（Ｃ）に示すＰＷＭ信号より算出
した上記の発光量データ（図７（Ｄ））が反映されたものとなる。ここでは、光源部３６
における発光量と表示部３４における照射光量をともに画像データ２と同様８ビットで表
しているため、図７（Ｄ）に示す光源部３６における発光量の数値と図７（Ｇ）に示す光
量情報の数値は等しくなる。
【００６４】
　画像編集装置１０は、画像データ２と第１の画像表示装置３０から受信した光量情報を
関連付けて記憶する。
　続いて、画像編集装置１０の画像記憶部１１に記憶した画像データ２を第１の画像表示
装置３０とは光源部３６の光源ブロック数が異なる第２の画像表示装置４０に表示する際
の動作を説明する。
【００６５】
　画像編集装置１０は、画像記憶部１１から画像データ２と光量情報を読み出し、読み出
した画像データ２（図８（Ａ））と光量情報（図８（Ｂ））を第２の画像表示装置４０に
送信する。
　第２の画像表示装置４０は、画像編集装置１０から送られた画像データ２を表示部３４
に表示する。また、第２の画像表示装置４０は、画像編集装置１０から送られた光量情報
に基づいて光源部３６ｂの発光量を光源ブロック毎に調整する。図８（Ｂ）の光量情報に
基づき、第２の画像表示装置４０の光源部３６ｂの各光源ブロック４１ｂ～４５ｂに対応
する表示部３４ｂの表示領域５１ｂ～５５ｂにおける照射光量の目標値が決定される。
【００６６】
　第１の画像表示装置３０の光源部３６の光源ブロック数（３）と第２の画像表示装置４
０の光源部３６ｂの光源ブロック数（５）は異なる。そのため、第２の画像表示装置４０
の光源部３６ｂが発する光による表示部３４ｂを照射する光の分布と、第１の画像表示装
置３０が作成した光量情報と、を同じにはできない場合がある。その場合、第２の画像表
示装置４０の光源制御部３５ｂは、第２の画像表示装置４０の表示部３４ｂを照射する光
の分布が、画像編集装置１０から送られた光量情報に近づくように、第２の画像表示装置
４０の光源部３６ｂの発光量を制御する。
【００６７】
　第２の画像表示装置４０の光源制御部３５ｂによる光源部３６ｂの発光量の制御の一例
を説明する。光源制御部３５ｂは、表示部３４ｂにおける照射光の光量分布が図８（Ｂ）
の光量情報に示される値に近くなるように、光源部３６ｂの各光源ブロックの発光量を算
出する。ここでは、実施例１と同様、光源部３６ｂから発せられた光が表示部３４ｂへ到
達するまでの間の拡散の影響を考えないものとする。
　図８（Ｃ）において、光源ブロック４１ｂは、対応する光量情報における領域が照射光
量０の表示領域７１に含まれるため、発光量を０にする。
　図８（Ｃ）において、光源ブロック４２ｂは、対応する光量情報における領域の一部が
照射光量０の表示領域７１に含まれ、一部が照射光量２５５の表示領域７２に含まれる。
光源ブロック４２ｂは、対応する画像データ２における領域の一部が輝度値１２８の領域
Ｂ２に含まれるため、当該領域Ｂ２の画像が見えなくならないように、発光量を２５５に
する。
　図８（Ｃ）において、光源ブロック４３ｂ～４５ｂは、対応する光量情報における領域
が照射光量２５５の表示領域７２及び表示領域７３に含まれるため、発光量を２５５にす
る。
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　つまり、図８（Ｃ）の光源ブロック４１ｂ～４５ｂのうち、対応する光量情報における
領域が照射光量が０でない表示領域と共有部分を有する光源ブロックの発光量を２５５と
する。また、図８（Ｃ）の光源ブロック４１ｂ～４５ｂのうち、対応する光量情報におけ
る領域が照射光量０の表示領域に含まれる光源ブロックの発光量を０とする。
　光源制御部３５ｂは、各光源ブロックの発光量が図８（Ｃ）に示す値となるように、光
源部３６ｂの各光源ブロックに出力するＰＷＭ信号のデューティ比を算出する。図８（Ｄ
）に光源ブロック毎に算出したＰＷＭ信号のデューティ比を示す。
　図８（Ｃ）に示す光源部３６ｂの発光量において光源ブロック４１ｂの発光量は０であ
るから、光源制御部３５ｂは、光源ブロック４１ｂのＰＷＭ信号のデューティ比を０にす
る。図８（Ｃ）に示す光源部３６ｂの発光量において光源ブロック４２ｂ～４５ｂの発光
量は２５５であるから、光源制御部３５ｂは、光源ブロック４２ｂ～４５ｂのＰＷＭ信号
のデューティ比を１にする。
【００６８】
　光源制御部３５ｂは算出したＰＷＭ信号を光源部３６ｂに出力する。光源部３６ｂは、
光源制御部３５ｂから出力されたＰＷＭ信号に基づき各光源ブロックの発光量を調整し表
示部３４ｂに光を照射する。ここでは、第２の画像表示装置４０は光源部３６ｂから発せ
られた光が表示部３４ｂへ到達するまでの拡散の影響が少なく、光源部３６ｂにおける発
光量分布がそのまま表示部３４ｂの背面における照射光量分布になるものとする。
　図８（Ｅ）に光源部３６から表示部３４ｂに照射された光の分布状態を示す。図８（Ｅ
）において、ＰＷＭ信号のデューティ比が０である光源ブロック４１ｂに対応する表示領
域５１ｂは光が照射されない（照射光量０）。ＰＷＭ信号のデューティ比が１である光源
ブロック４２ｂ～４５ｂに対応する表示領域５２ｂ～５５ｂは照射される光量が多い（照
射光量２５５）。
【００６９】
　図８（Ｆ）に表示部３４ｂにおける画像の表示状態を示す。表示部３４ｂに表示される
画像は、表示部３４ｂにおける照射光が画像データの輝度値に応じた透過率で透過した結
果として観察される。
　図８（Ｆ）において、領域Ｂ１ａは、対応する画像データ２における領域が輝度値０の
領域Ｂ１に含まれ、対応する表示部３４ｂにおける領域が照射光量０の表示領域５１ｂに
含まれるため、黒く表示される。
　図８（Ｆ）において、領域Ｂ１ｂは、対応する画像データ２における領域が輝度値０の
領域Ｂ１に含まれるが、対応する表示部３４ｂにおける領域が照射光量２５５の表示領域
５２ｂに含まれるため、光漏れの影響で黒が浮いて少し明るく見える。
図８（Ｆ）において、領域Ｂ２及び領域Ｂ３は、対応する表示部３４ｂにおける領域が照
射光量２５５の表示領域５２ｂ～５５ｂに含まれるため、画像データ２の領域Ｂ２と領域
Ｂ３の輝度値がそのまま表現される。
【００７０】
　なお、図８（Ｂ）に示す光量情報から光源部３６ｂの各光源ブロックに出力するＰＷＭ
信号を算出する方法は上記説明した方法に限らない。光源部３６の各光源ブロックに出力
するＰＷＭ信号の別な算出例を図９に示す。図９（Ａ）と図９（Ｂ）はそれぞれ図８（Ａ
）の画像データ２と図８（Ｂ）の光量情報と同じである。図９（Ｃ）は、図９（Ｂ）に示
す光量情報に基づき光源制御部３５が算出する光源部３６の各光源ブロックの発光量の別
の例を示す。図９（Ｃ）において、光源ブロック４１ｂ、４３ｂ～４５ｂの発光量は図８
（Ｃ）の光源ブロック４１ｂ，４３ｂ～４５ｂの発光量と同じである。
　図９（Ｃ）において、光源ブロック４２ｂは、対応する光量情報における領域の一部が
照射光量０の表示領域７１に含まれ、一部が照射光量２５５の表示領域７２に含まれるが
、大部分は照射光量０の表示領域７１に含まれているため、発光量を０にする。
　光源制御部３５ｂは、各光源ブロックの発光量が図９（Ｃ）に示す値となるように、光
源部３６ｂの各光源ブロックに出力するＰＷＭ信号のデューティ比を算出する。図９（Ｄ
）に光源ブロック毎に算出したＰＷＭ信号のデューティ比を示す。図８（Ｄ）との差異は
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、図９（Ｃ）において光源ブロック４２ｂの発光量が０とされたのに応じて、光源ブロッ
ク４２ｂのＰＷＭ信号のデューティ比が０となっている点である。
【００７１】
　光源制御部３５ｂは算出したＰＷＭ信号を光源部３６ｂに出力する。光源部３６ｂは、
光源制御部３５ｂから出力されたＰＷＭ信号に基づき各光源ブロックの発光量を調整し表
示部３４ｂに光を照射する。図９（Ｅ）に光源部３６から表示部３４ｂに照射された光の
分布状態を示す。
　図９（Ｄ）の光源ブロック４１ｂ及び４２ｂに対応する表示領域５１ｂ及び５２ｂには
光が照射されず（照射光量０）、図９（Ｄ）の光源ブロック４３ｂ～４５ｂに対応する表
示領域５３ｂ～５５ｂは照射される光量が多い（照射光量２５５）。
【００７２】
　図９（Ｆ）に表示部３４ｂの画像の表示状態を示す。表示部３４ｂに表示される画像は
、表示部３４ｂにおける照射光が画像データの輝度値に応じた透過率で透過した結果とし
て観察される。
　図９（Ｆ）において、領域Ｂ１は、対応する画像データ２における領域が輝度値０の領
域Ｂ１に含まれ、対応する表示部３４ｂにおける領域が照射光量０の表示領域５１ｂ及び
５２ｂに含まれるため、黒く表示される。
　図９（Ｆ）において、領域Ｂ２ａは、対応する画像データ２における領域が輝度値１２
８の領域Ｂ２に含まれるが、対応する表示部３４ｂにおける領域が照射光量０の表示領域
５２ｂに含まれるため、黒く表示される。すなわち、画像データ２では、図９（Ｆ）の領
域Ｂ２ａに対応する部分に本来輝度値１２８の画像があるはずだが、この画像は観察可能
に表示されないことになる。
　図９（Ｆ）において、領域Ｂ２ｂ、Ｂ２ｃ、及びＢ３は、対応する表示部３４ｂにおけ
る領域が照射光量２５５の表示領域５３ｂ～５５ｂに含まれるため、画像データ２の領域
Ｂ２と領域Ｂ３の輝度値がそのまま表現される。
【００７３】
　図９（Ｆ）の表示部３４ｂの表示状態によると、本来画像データ２において黒ではない
領域Ｂ２のうち領域Ｂ１側の一部の領域Ｂ２ａが黒く表示されるため、領域Ｂ２ａの画像
データは見ることができない。これは黒ではない画像データの領域Ｂ２と共有部分を有す
る光源ブロック４２ｂの発光量を０にしたことによる。
【００７４】
　そこで、光源部３６ｂの光源ブロック４１ｂ～４５ｂのうち、対応する光量情報におけ
る領域が照射光量の異なる複数の表示領域にまたがる光源ブロックの発光量を、光量情報
における各表示領域との共有部分の大きさに応じて決定しても良い。
　例えば、図９（Ｃ）の光源ブロック４２ｂは、対応する光量情報における領域が照射光
量０の表示領域７１と照射光量２５５の表示領域７２にまたがる。光源ブロック４２ｂに
対応する光量情報における領域と表示領域７１との共有部分の大きさと、光源ブロック４
２ｂに対応する光量情報における領域と表示領域７２との共有部分の大きさと、の比が例
えば７：３であったとする。この場合、光源部３６の光源ブロック４２ｂのＰＷＭ信号の
デューティ比を０．３に決定する。こうすることで、光源ブロック４２ｂは光源ブロック
４３ｂ～４５ｂよりも発光量は少ないものの発光するので、図９（Ｆ）の領域Ｂ２ａの画
像を見ることができ、本来黒ではない領域Ｂ２の画像データ全てが見られるようになる。
【００７５】
　なお、この場合、光源ブロック４２ｂのＰＷＭ信号のデューティ比が０．３、それに隣
接する光源ブロック４３ｂのＰＷＭ信号のデューティ比が１となるため、光源ブロック４
２ｂと光源ブロック４３ｂとで発光量が異なる。従って、従って、表示部３４ｂにおける
光源ブロック４２ｂに対応する表示領域５２ｂと光源ブロック４３ｂに対応する表示領域
５３ｂとで照射光量が異なることになる。つまり、画像データ２の領域Ｂ２のうち、図９
（Ｆ）に示す領域Ｂ２ａを照射する光量と領域Ｂ２ｂを照射する光量とが異なることにな
る。そこで、画像データ２の領域Ｂ２のうち、領域Ｂ２ａと領域Ｂ２ｂの表示輝度が均一
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になるように、画像データ２に対し、領域Ｂ２ａの輝度を増加させる輝度補正を行うと良
い。或いは、画像データ２に対し、領域Ｂ２ｂ及び領域Ｂ２ｃの輝度を低下させる輝度補
正を行っても良い。このような補正を行った画像データを表示部３４ｂに出力することに
より、光源ブロック４２ｂと光源ブロック４３ｂの発光量が異なる場合でも、画像データ
２の領域Ｂ２の表示輝度を均一にすることができる。
【００７６】
　以上の動作により、ユーザが画像データ２を編集する際に使用していた第１の画像表示
装置３０とは光源ブロック数が異なる第２の画像表示装置４０においても、画像の黒領域
と明るい領域の明暗の差が、第１の画像表示装置３０と同様に強調されて表示される。こ
れは、第１の画像表示装置３０の光源制御部３５が行った黒領域と明るい領域の明暗の差
を強調するための光源部３６の発光制御と同様の発光制御が第２の画像表示装置４０の光
源部３６ｂに対しても行われたためである。すなわち、本実施例によれば、入力画像に応
じて光源の発光量を光源ブロック毎に調節する複数の異なるディスプレイに同一画像を入
力した場合の見え方を、各ディスプレイの光源の光源ブロック数が異なる場合でも、近づ
けることができる。
【００７７】
　また、第１の画像表示装置３０と第２の画像表示装置４０とで、光源部３６の光源ブロ
ック数の違いにより、第２の画像表示装置４０の表示部３４ｂを照射する光量分布が光量
情報に示す光量分布と一致しない場合、画像データの補正を併用するようにしても良い。
例えば、第２の画像表示装置４０の光源制御部３５ｂが光源部３６ｂを制御し発光量を調
整した後、光量情報と表示部３４ｂに照射される光量分布との差分を算出する。照射光の
光量が一致しない領域の画像データに対し、照射光の光量の差分により生じる輝度差が相
殺されるように、第２の画像表示装置４０の画像処理部３３ｂは、画像データ２の輝度を
補正する。第２の画像表示装置４０は、補正後の画像データを表示部３４ｂに表示する。
光源部３６ｂの制御に加えて、画像データの補正を併用することで、第２の画像表示装置
４０に画像データを表示させた場合の見え方を、第１の画像表示装置３０に画像データを
表示した時の見え方に、より近づけることができる。
【００７８】
（実施例３）
　次に、光源部３６と表示部３４の距離が大きく、光源の光が拡散して表示部３４を照射
する場合の動作について説明する。本実施形態の構成と、図１に示す第１の実施形態の構
成との主な相違点は、本実施形態では第１の画像表示装置３０と第２の画像表示装置４０
とで光源部３６の光源ブロック数が異なる点である。具体的には、第１の画像表示装置３
０の光源部３６は３個の光源ブロック６１～６３に分割され、第２の画像表示装置４０の
光源部３６は５個の光源ブロック４１ｂ～４５ｂに分割されている。
【００７９】
　画像編集装置１０で編集中の画像データ（画像データ３）を通信線２０を介して第１の
画像表示装置３０に出力する。画像編集装置１０が出力する画像の例を図１０（Ａ）に示
す。図１０（Ａ）において、領域Ｂ１は輝度値０、領域Ｂ２は輝度値１２８、領域Ｂ３は
輝度値２５５の画像であるとする。本実施例では、画像データ３の領域Ｂ１～Ｂ３の各領
域内において輝度値に分布がない（つまり、領域Ｂ１～Ｂ３の最大輝度値はそれぞれ０，
１２８，２５５）とする。
【００８０】
　第１の画像表示装置３０は、画像編集装置１０から受信した画像データ３の統計量を取
得する処理を行う。図１０（Ｂ）に第１の画像表示装置３０の画像処理部３３が取得した
統計量を示す。本実施例においても、統計量として最大輝度値を用いる。本実施例では画
像処理部３３は、画像データ３を表示部３４に表示した際、光源部３６の各光源ブロック
６１～６３に対応する画像データの各領域の統計量を取得する。
　光源部３６の光源ブロック６１に対応する画像データ３の領域Ｂ１の最大輝度値は０で
あるので、画像データ３の領域Ｂ１の統計量は０となる。また、光源部３６の光源ブロッ
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ク６２に対応する画像データ３の領域Ｂ２の最大輝度値は１２８であるので、画像データ
３の領域Ｂ２の統計量は１２８となる。また、光源部３６の光源ブロック６３に対応する
画像データ３の領域Ｂ３の最大輝度値は２５５であるので、画像データ３の領域Ｂ３の統
計量は２５５となる。
【００８１】
　光源制御部３５は、画像処理部３３が出力する統計量に応じて光源部３６の各光源ブロ
ックのＰＷＭ信号を算出する。本実施例では、統計量が０の場合はＰＷＭ信号のデューテ
ィ比を０とし、統計量が０より大きい場合はＰＷＭ信号のデューティ比を１とする。
　図１０（Ｂ）において領域Ｂ１の統計量は０であるから、光源制御部３５は、図１０（
Ｃ）に示すように光源部３６の光源ブロック６１に対してデューティ比が０のＰＷＭ信号
を出力する。
　また、図１０（Ｂ）の領域Ｂ２と領域Ｂ３は統計量が０より大きいから、光源制御部３
５は、図１０（Ｃ）に示すように光源部３６の光源ブロック６２及び光源ブロック６３に
対してデューティ比が１のＰＷＭ信号を出力する。
　光源部３６の各光源ブロックは、光源制御部３５が出力するＰＷＭ信号に従って発光量
が調整される。図１０（Ｄ）に光源部３６の各光源ブロックの発光量の分布の概念図を示
す。図１０（Ｄ）において、光源ブロック６１は発光せず、光源ブロック６２及び６３は
最大発光量で発光する。各光源ブロックの発光量を、画像データ２と同じ８ビットで表現
すると、光源ブロック６１は発光量０、光源ブロック６２及び６３は発光量２５５（最大
発光量）となる。
　本実施例では、第１の画像表示装置３０における光源部３６の光の拡散の影響を考慮す
る。そのため、実施例１又は２のように、光源部３６における発光量の分布が、表示部３
４の背面における照射光の光量分布にそのまま反映するわけではない。
　図１０（Ｅ）に表示部３４における照射光量の分布を示す。図１０（Ｅ）に示す照射光
量は、表示部３４における照射光量を画像データ３と同じ８ビットで表現したものである
。
　発光量０の光源ブロック６１に対応する表示領域７１のうち、発光量２５５の光源ブロ
ック６２に対応する表示領域７２との境界付近の一部の表示領域７１ｂにおいては、光源
ブロック６２から発せられた光の拡散光の影響により、照射光量が０ではなくなる。ここ
では表示領域７１ｂの照射光量を２０とする。拡散光の影響による照射光量の変化の現れ
方は、表示部３４と光源部３６との距離や光源ブロックの構成などに依存する。
　表示部３４の表示領域７１のうち表示領域７１ｂ以外の表示領域７１ａには光が照射し
ない（照射光量０）。光源ブロック６２及び光源ブロック６３の発光量は２５５であるた
め、対応する表示部３４の表示領域７２及び表示領域７３には明るい光が照射する（照射
光量２５５）。
【００８２】
　図１０（Ｆ）に表示部３４の画像の表示状態を示す。表示部３４の表示画像は、図１０
（Ａ）に示す画像データ３と図１０（Ｅ）に示す表示部３４を照射する光の合成である。
すなわち、図１０（Ａ）に示す画像データ３に従う透過率で、図１０（Ｅ）に示す表示部
３４における照射光が透過した結果、図１０（Ｆ）に示す画像表示となる。
図１０（Ｆ）において、領域Ｂ１ａは、対応する画像データ３における領域が輝度値０の
領域Ｂ１に含まれ、対応する表示部３４における領域が照射光量０の表示領域７１ａに含
まれるため黒く表示される。
　図１０（Ｆ）において、領域Ｂ１ｂは、対応する画像データ３における領域が輝度値０
の領域Ｂ１に含まれるが、対応する表示部３４における領域が拡散光の影響で照射光量が
０でなくなっている表示領域７１ｂに含まれるため、黒が浮き少し明るく表示される。
図１０（Ｆ）において、領域Ｂ２及び領域Ｂ３は、対応する表示部３４における領域が照
射光量２５５の表示領域７２及び７３に含まれるため、画像データ３の領域Ｂ２及び領域
Ｂ３の輝度値がそのまま表現される。
【００８３】
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　続いて、ユーザが画像編集装置１０を操作して、図１０（Ａ）に示す画像データ３の記
憶を指示した際の動作を説明する。
　ユーザによる画像データの記憶指示は、画像編集装置１０から第１の画像表示装置３０
に伝送される。第１の画像表示装置３０の光源制御部３５は、光源部３６の光量情報を算
出する。
【００８４】
　最初に、光源制御部３５は、図１０（Ｃ）に示す光源部３６の各光源ブロックのＰＷＭ
信号のデューティ比から光源部３６の発光量を算出する。算出した発光量が８ビットの輝
度値で表された２次元の画像データ形式のデータ（発光量データ）に変換する。
　図１０（Ｃ）において、光源ブロック６１のＰＷＭ信号のデューティ比は０のため発光
量データにおける光源ブロック６１の発光量を０にする。また、図１０（Ｃ）において、
光源ブロック６２と光源ブロック６３のＰＷＭ信号のデューティ比は１のため発光量デー
タにおける光源ブロック６２と光源ブロック６３の発光量を２５５にする。
【００８５】
　次に、光源制御部３５は、光源部３６の発光量データに縦横２次元のローパスフィルタ
を施し、表示部３４に照射する光の分布を示す光量情報を算出する。ローパスフィルタの
特性は、第１の画像表示装置３０の光源部３６が表示部３４を照射する際の光の拡散量に
依存する。例えば、第１の画像表示装置３０の光源部３６の光の拡散量が大きい場合は、
ローパスフィルタを滑らかな特性にする。一方、第１の画像表示装置３０の光源部３６の
光の拡散量が小さい場合は、ローパスフィルタを急峻な特性にする。このようにして算出
した光源部３６における発光量データに基づき光の拡散の影響を加味して算出した表示部
３４における照射光量の分布が図１０（Ｇ）に示す光量情報である。図１０（Ｇ）に示す
光量情報は、図１０（Ｄ）に示す表示部３４に照射される光の分布と近い分布を示す。こ
の光量情報は、或る光源ブロックからの光が拡散することにより、その光源ブロックの周
辺にある光源ブロックに対応する表示パネル上の領域の照射光の光量が増加する影響を加
味して算出されている。
【００８６】
　画像編集装置１０は、画像データ３と第１の画像表示装置３０から受信した光量情報を
関連付けて記憶する。
　続いて、画像編集装置１０の画像記憶部１１に記憶した画像データ３を第１の画像表示
装置３０とは光源部の光源ブロック数が異なる第２の画像表示装置４０に表示する際の動
作を説明する。ここでは、第１の画像表示装置３０の光源部３６の光源ブロック数は３，
第２の画像表示装置４０の光源部３６ｂの光源ブロック数は５とする。
【００８７】
　画像編集装置１０は、画像記憶部１１から画像データ３と光量情報を読み出し、読み出
した画像データ３（図１１（Ａ））と光量情報（図１１（Ｂ））を第２の画像表示装置４
０に送信する。
　第２の画像表示装置４０は、画像編集装置１０から送られた画像データ３を表示部３４
に表示する。また、第２の画像表示装置４０は、画像編集装置１０から送られた光量情報
に基づいて光源部３６の発光量を調整する。
【００８８】
　第１の画像表示装置３０の光源部３６と第２の画像表示装置４０の光源部３６ｂの光の
拡散具合は同一とは限らない。そのため、第２の画像表示装置４０の光源部３６ｂが表示
部３４ｂを照射する光の分布と、第１の画像表示装置３０が作成した光量情報と、を同じ
にはできない場合がある。その場合、第２の画像表示装置４０の光源制御部３５ｂは、第
２の画像表示装置４０の表示部３４ｂを照射する光の分布が光量情報に近づくように、光
源部３６の発光量を制御する。
【００８９】
　第２の画像表示装置４０の光源制御部３５ｂによる発光量の制御の一例を説明する。光
源制御部３５ｂは、光量情報から光源部３６ｂの各光源ブロックに出力するＰＷＭ信号を
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算出する。図１１（Ｃ）に各光源ブロックの発光量を示す。
　図１１（Ｃ）の光源ブロック４１ｂは、対応する光量情報における領域が照射光量０の
表示領域７１ａに含まれるため、発光量を０にする。
　図１１（Ｃ）の光源ブロック４２ｂは、対応する光量情報における領域の一部が照射光
量０の表示領域７１ａに含まれ、一部が照射光量０でない表示領域７２に含まれる。ここ
では、画像データ３において光源ブロック４２ｂに対応する領域の一部が、輝度値１２８
の領域Ｂ２に含まれるので、当該領域Ｂ２の画像が見えなくならないように、光源ブロッ
ク４２ｂの発光量を２５５にする。
　図１１（Ｃ）の光源ブロック４３ｂ～４５ｂは、対応する光量情報における領域が照射
光量２５５の表示領域７２及び表示領域７３に含まれるため、発光量を２５５にする。
光源制御部３５ｂは、各光源ブロックの発光量が図１１（Ｃ）に示す値になるように、光
源部３６ｂの各光源ブロックに出力するＰＷＭ信号のデューティ比を算出する。図１１（
Ｄ）に光源ブロック毎に算出したＰＷＭ信号のデューティ比を示す。
　図１１（Ｃ）に示す光源部３６ｂの発光量において光源ブロック４１ｂの発光量は０で
あるから、光源制御部３５ｂは、光源ブロック４１ｂのＰＷＭ信号のデューティ比を０に
する。図１１（Ｃ）に示す光源部３６ｂの発光量において光源ブロック４２ｂ～４５ｂの
発光量は２５５であるから、光源制御部３５ｂは、光源ブロック４２ｂ～４５ｂのＰＷＭ
信号のデューティ比を１にする。
【００９０】
　光源制御部３５ｂは算出したＰＷＭ信号を光源部３６ｂに出力する。光源部３６ｂは、
光源制御部３５ｂから出力されたＰＷＭ信号に基づき各光源ブロックの発光量を調整し表
示部３４に光を照射する。ここでは、表示部３４における照射光の光量分布を、第２の画
像表示装置４０の光源部３６ｂから発せられた光が表示部３４ｂへ到達するまでの拡散の
影響を加味して考える。
　図１１（Ｅ）に表示部３４ｂに照射された光の分布状態を示す。図１１（Ｅ）に示す照
射光量は、表示部３４ｂにおける照射光量を画像データ３と同じ８ビットで表現したもの
である。
　図１１（Ｄ）の光源ブロック４１ｂのＰＷＭ信号のデューティ比は０であるが、隣接す
る光源ブロック４２ｂのＰＷＭ信号のデューティ比が１であるため、光源ブロック４２ｂ
からの拡散光の影響がある。表示部３４ｂにおいて光源ブロック４１ｂに対応する表示領
域５１ｂのうち、光源ブロック４２ｂに対応する表示領域５２ｂとの境界付近の表示領域
５１２ｂは、図１１（Ｅ）に示すように光が照射する。ここでは表示領域５１２ｂの照射
光量を２０とするが、一例であり、拡散光の影響による照射光量の変化の現れ方は、表示
部３４ｂと光源部３６ｂとの距離や光源ブロックの構成などに依存する。表示部３４の表
示領域５１ｂのうち表示領域５１２ｂ以外の表示領域５１１ｂは、図１１（Ｅ）に示すよ
うに光が照射しない（照射光量０）。表示部３４の表示領域５２ｂ～５５ｂは、ＰＷＭ信
号のデューティ比が１である光源ブロック４２ｂ～４５ｂに対応する表示領域であり、明
るい光が照射される（照射光量２５５）。
【００９１】
　図１１（Ｆ）に表示部３４ｂの画像の表示状態を示す。表示部３４ｂの表示画像は、図
１１（Ａ）に示す画像データ３と図１１（Ｅ）に示す表示部３４ｂにおける照射光の合成
である。すなわち、図１１（Ａ）に示す画像データ３に応じた透過率で、図１１（Ｅ）に
示す表示部３４における照射光が透過した結果、図１１（Ｆ）に示す画像が観察可能に表
示される。
　図１１（Ｆ）において、領域Ｂ１ａは、対応する画像データ３における領域が輝度値０
の領域Ｂ１に含まれ、対応する表示部３４ｂにおける領域が照射光量０の表示領域５１１
ｂに含まれるため、黒く表示される。
　図１１（Ｆ）において、領域Ｂ１ｂは、対応する画像データ３における領域が輝度値０
の領域Ｂ１に含まれるが、対応する表示部３４における領域が拡散光の影響で照射光量が
０でなくなっている表示領域５１２ｂに含まれるため、黒が浮いて少し明るく見える。
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図１１（Ｆ）において、領域Ｂ１ｃは、対応する画像データ３における領域が輝度値０の
領域Ｂ１に含まれるが、対応する表示部３４における領域が照射光量２５５の表示領域５
２ｂに含まれるため、光漏れの影響で黒が浮いて少し明るく見える。
　図１１（Ｆ）において、領域Ｂ２と領域Ｂ３は、対応する表示部３４における領域が照
射光量２５５の表示領域５２ｂ～５５ｂに含まれるため、画像データ３の領域Ｂ２と領域
Ｂ３の輝度値がそのまま表現される。
【００９２】
　以上の動作により、ユーザが画像データを編集する際に使用していた第１の画像表示装
置３０とは光源の光の拡散具合が異なる第２の画像表示装置４０においても、画像の黒領
域と明るい領域の明暗の差が、第１の画像表示装置３０と同様に強調されて表示される。
すなわち、本実施例によれば、入力画像に応じて光源の発光量を光源ブロック毎に調節す
る複数の異なるディスプレイに同一画像を入力した場合の見え方を、各ディスプレイの光
源の光の拡散具合が異なる場合でも、近づけることができる。
【００９３】
　また、第１の画像表示装置３０が光源の発光量を光源ブロック毎に調節する際に、光源
の光の拡散により強調したい部分以外の画像領域に光が漏れ、画像の見え方に影響を与え
てしまうことがある。この場合は、光源の光の拡散による画像の見え方への影響を相殺す
るように、画像データの補正を併用しても良い。例えば、第１の画像表示装置３０の光源
制御部３５が上記と同様に画像データの統計量に基づき光源部３６の発光量を調整した後
、表示部３４において光源の光の拡散による光漏れの影響を受ける領域及び光漏れ量（光
漏れによる表示輝度の増分）を計算する。画像処理部３３は、表示部３４における光の漏
れの影響を受ける領域に対して、光漏れによる表示輝度の増加を抑えるように画像データ
３の輝度を補正し、画像データ４を生成する。表示部３４は、輝度を補正した画像データ
４を表示部３４に表示する。
【００９４】
　その後、ユーザが画像データの記憶を指示した際に、第１の画像表示装置３０の画像処
理部３３は、輝度補正した画像データ４を画像編集装置１０に送信する。画像編集装置１
０は、輝度補正した画像データ４と、光源制御部３５から受信した光量情報と、を関連付
けて画像記憶部１１に記憶する。
【００９５】
　画像データを第２の画像表示装置４０に表示する際、画像編集装置１０は、画像記憶部
１１から輝度補正した画像データ４と光量情報を読み出し第２の画像表示装置４０に送信
する。第２の画像表示装置４０の表示部３４は、輝度補正した画像データ４を表示する。
また、第２の画像表示装置４０の光源制御部３５は、前述したように図５に示すフローチ
ャートに従って光源部３６の発光量を制御する。
【００９６】
　また、第１の画像表示装置３０と第２の画像表示装置４０の光の拡散具合の違いにより
、第２の画像表示装置４０の表示部３４ｂを照射する光量分布が光量情報と一致しない場
合、画像データの補正を併用するようにしても良い。例えば、第２の画像表示装置４０の
光源制御部３５ｂが光源部３６ｂを制御し発光量を調整した後、光源部３６ｂの光の拡散
を考慮し表示部３４ｂに照射される光を算出する。算出した光の分布と光量情報との差分
を算出する。算出した光量の差分を補うように画像処理部３３ｂが画像データを補正する
。第２の画像表示装置４０は、補正した画像データを表示部３４ｂに表示する。光源部３
６ｂの制御に加えて、画像データの補正を併用することで、第２の画像表示装置４０に画
像データを表示させた場合の見え方を、第１の画像表示装置３０に画像データを表示した
時の見え方に、より近づけることができる。
【００９７】
（実施例４）
　本実施形態では、バックライトを有する第１の画像表示装置を用いて編集した画像デー
タを、バックライトを有しない第３の画像表示装置（プラズマディスプレイ、有機ＥＬデ
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ィスプレイなど）に表示する際の動作を説明する。
　本実施形態に係る画像表示システムの構成と、図１に示す第１の実施形態の構成との主
な相違点は、本実施形態では第１の実施形態における第２の画像表示装置４０を第３の画
像表示装置９０に代えた点である。以下、実施形態１と異なる点を中心に説明する。
【００９８】
　第３の画像表示装置９０は、例えば、プラズマディスプレイ、有機ＥＬディスプレイな
どバックライトを有しないディスプレイである。第３の画像表示装置９０は、画像編集装
置１０から送られた画像データを受信し、受信した画像データに従って画像を表示する。
【００９９】
　続いて、画像編集装置１０で編集中の画像データ５を第３の画像表示装置９０に表示す
る際の動作を説明する。
　画像編集装置１０の画像編集部１３は、画像記憶部１１から画像データ５と光量情報を
読み出す。
【０１００】
　読み出した画像データ５の例を図１２（Ａ）、光量情報の例を図１２（Ｂ）に示す。図
１２（Ａ）において、領域Ｂ１は輝度０、領域Ｂ２は輝度１２８、領域Ｂ３は輝度２５５
の画像であるとする。本実施例では、画像データ５の領域Ｂ１～Ｂ３の各領域内において
輝度値に分布がない（つまり、領域Ｂ１～Ｂ３の最大輝度値はそれぞれ０，１２８，２５
５）とする。
　図１２（Ｂ）の光量情報において、画像データ５の領域Ｂ１に対応する領域の一部であ
る表示領域７１ａは照射光量０、画像データ５の領域Ｂ１に対応する領域のその他の部分
である表示領域７１ｂは照射光量１６とする。また、図１２（Ｂ）の光量情報において、
画像データ５の領域Ｂ２に対応する表示領域７２は照射光量２５５、画像データ５の領域
Ｂ３に対応する表示領域７３は照射光量２５５であるとする。この光量情報における表示
領域７１ｂの照射光量が０でないのは、図１２（Ａ）の画像データ５を第１の画像表示装
置３０に表示させた時の第１の画像表示装置３０の光源部３６の光の拡散の影響を示して
いる。
【０１０１】
　画像編集部１３は、読み出した画像データ５と光量情報を合成することにより１つの画
像データ（画像データ６）を作成する。すなわち、第１の画像表示装置３０の表示部３４
において、図１２（Ｂ）に示す光量情報のような光量分布で照射する光が、図１２（Ａ）
に示す画像データ５の輝度値に応じた透過率で透過した結果としての輝度値の分布を示す
画像データを作成する。画像編集部１３が作成した画像データ６を図１２（Ｃ）に示す。
図１２（Ｃ）において、領域Ｂ１ａは、対応する画像データ５における領域が輝度値０の
領域Ｂ１に含まれ、対応する光量情報における領域が照射光量０の表示領域７１ａに含ま
れるから、黒い画像（輝度値０）とする。
　また、図１２（Ｃ）において、領域Ｂ１ｂは、対応する画像データ５における領域が輝
度値０の領域Ｂ１に含まれるが、対応する光量情報における領域が拡散光の影響で照射光
量が０でない表示領域７１ｂに含まれるから、黒ではないが暗い画像（輝度値１０）とす
る。
　また、図１２（Ｃ）において、領域Ｂ２及びＢ３は、対応する光量情報における領域が
照射光量２５５の表示領域７２及び７３に含まれるため、対応する画像データ５における
領域Ｂ２及びＢ３と同じ画像（それぞれ輝度値１２８，２５５）とする。すなわち、光量
情報に示される照射光量に応じて、画像データ５の輝度を増加させる画像処理を行う。
【０１０２】
　画像編集装置１０は、画像編集部１３が作成した画像データ６を第３の画像表示装置９
０に出力する。第３の画像表示装置９０は、画像編集装置１０から送られた画像データ６
を表示する。
【０１０３】
　図１２（Ｄ）に第３の画像表示装置９０の画像の表示状態を示す。図１２（Ｄ）の領域
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Ｂ１ａ、領域Ｂ２と領域Ｂ３は図１２（Ａ）に示す画像データ５と同様に表示される。図
１２（Ｄ）の領域Ｂ１ｂは、図１２（Ａ）に示す画像データ５では黒であるが、図１２（
Ｂ）の光量情報の表示領域７１ｂの影響で黒が少し浮いたように表示される。これは、画
像データ５をバックライトを有する第１の画像表示装置３０で表示させた際の黒浮きを、
バックライトを有しない第３の画像表示装置９０においても再現していることを意味する
。
【０１０４】
　以上の動作により、光源を有しない第２の画像表示装置に画像データを表示する際、画
像データを編集した際の第１の画像表示装置の光量分布を加味した表示をすることができ
る。すなわち、本例によれば、入力画像に応じて光源の発光量を光源ブロック毎に調節す
るディスプレイと、光源部を有しないディスプレイと、に同一画像を表示する際にも、両
者での見え方を近づけることができる。
【符号の説明】
【０１０５】
１０：画像編集装置、３０：画像表示装置、３１：通信部、３４：表示部、３５：光源制
御部、３６：光源部、４０：画像表示装置

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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